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第
２
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
日
本

が
敗
戦
と
な
っ
て
か
ら
間
も
な
く
、

朝
鮮
戦
争
が
始
ま
る
直
前
の
１
９
５

０
年
６
月
、
旧
安
保
条
約
の
交
渉
を

米
側
で
主
導
し
た
国
務
長
官
の
特
別

顧
問
・
ダ
レ
ス
と
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ま
と
め
た

「
対
日
講
和
の
条
件
」
に
は
、
「
日

本
の
全
領
域
が
ア
メ
リ
カ
の
防
衛
作

戦
の
た
め
の
潜
在
的
な
基
地
と
見
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
無
制
限
の

自
由
が
防
衛
力
を
行
使
す
る
米
軍
司

令
官
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
１
９
５
２
年
４
月
２８
日
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
同

時
に
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
（
旧
日
米

安
保
条
約
）
が
発
効
し
ま
す
が
、
条

約
に
よ
っ
て
、
日
本
に
は
ア
メ
リ
カ

に
基
地
を
提
供
す
る
義
務
が
課
せ
ら

れ
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
防

衛
す
る
義
務
は
明
記
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。 

し
か
も
そ
の
時
、「
指
揮
権
密
約
」
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の

公
文
書
館
の
資
料
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

１
９
５
４
年
７
月
１
日
に
は
自
衛
隊
が
創
設
さ
れ
、
７０
年
が
経
過
し
た
い
ま
、

当
初
ア
メ
リ
カ
が
期
待
し
想
定
し
た
通
り
、
自
衛
隊
は
米
軍
と
共
に
戦
争
す
る
軍
隊

へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

１
９
６
０
年
６
月
２３
日
に
は
、
改
定
さ
れ
た
現
行
の
安
保
条
約
、
日
本
国
と
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
が
発
効
し
、 

そ
の
第
５
条
に
は
、  

「
各
締
約
国
は
、
日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け
る
、
い
ず
れ
か
一
方
に

対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国
の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
め
、
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
よ
う

に
行
動
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。・
・
・
略
・
・
・
」 

 

と
書
か
れ
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
日
米
共
同
作
戦
条
項
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
１
９
４
７
年
５
月
３
日
に
施
行
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
・
第
９
条
の
力
に

よ
っ
て
、
上
記
太
字
の
通
り
ア
メ
リ
カ
の
思
い
通
り
に
は
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
度
重
な
る
自
衛
隊
の
参
戦
を
求
め
る
要
求
が
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本
は
「
専
守
防

衛
」
を
守
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
も
湾
岸
戦
争
に
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク

で
ア
メ
リ
カ
が
起
こ
し
た
戦
争
に
も
参
戦
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
来
れ
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
４
年
７
月
１
日
、
安
倍
政
権
が
ク
ー
デ
タ
ー
と
も
い
え
る
閣

議
決
定
を
行
い
、
従
来
の
憲
法
解
釈
を
１
８
０
度
変
更
し
て
、「
我
が
国
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が

脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明

白
な
危
険
が
あ
る
場
合
」
＝
「
存
立
危
機
事
態
」
に
お
け
る
「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
」
を
容
認
し
、
自
衛
隊
の
在
り
方
、
活
動
の
範
囲
を
大
幅
に
変
え
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
事
態
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

２
０
１
５
年
４
月
に
日
米
防
衛
協
力
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
再
改
定
さ
れ
、

２
０
１
５
年
９
月
１９
日
に
は
前
年
の
閣
議
決
定
を
法
的
に
位
置
づ
け
、
再
改
定
し

た
日
米
防
衛
協
力
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
安
全

保
障
関
連
法
＝
「
戦
争
法
」
が
成
立
。 

ア
メ
リ
カ
が
起
こ
し
た
戦
争
を
日
本
に
と
っ
て
の
「
存
立
危
機
事
態
」
と
内
閣
が

認
定
す
れ
ば
、
世
界
中
ど
こ
の
「
有
事
」
で
あ
っ
て
も
、
自
衛
隊
が
米
軍
と
一
緒
に

武
力
行
使
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
い
よ
い
よ
２
０
２
２
年
１
２
月
１
６
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
安
保
３
文

書
」
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
戦
争
法
」
の
も
と
、
現
実
の
政
治
に
お
い
て
具
体
化

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
岸
田
政
権
に
よ
っ
て
、「
安
保
３
文
書
」

の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
に
軍
拡
財
源
確
保
法
、
軍
需
産
業
支
援
法
、
改
定
地
方
自

治
法
、
経
済
秘
密
保
護
法
、
改
定
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
、
次
期
戦
闘
機
共
同

開
発
条
例
、
防
衛
省
設
置
法
等
の
改
定
等
な
ど
の
法
律
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

２
０
２
４
年
４
月
９
日
～
１１
日
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
は
、
つ
い
に
、
日

米
安
保
条
約
を
当
初
の
目
的
通
り
に
「
総
仕
上
げ
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

共
同
声
明
「
未
来
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
冒
頭
に
書
か
れ
た 

「
過
去
３
年
を
経
て
、
日
米
同
盟
は
前
例
の
な
い
高
み
に
到
達
し
た
」
と
は
、
日
米

同
盟
の
「
抑
止
力
」「
対
処
力
」
が
極
め
て
危
険
な
高
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
日
本
が
「
戦
争
し
な
い
国
」
か
ら
「
戦
争
す
る
国
」
に
な
っ
た
こ
と
を
、

そ
し
て
、「
我
々
は
、
作
戦
及
び
能
力
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
統
合
を
可
能
に
し
、
平
時

及
び
有
事
に
お
け
る
自
衛
隊
と
米
軍
と
の
間
の
相
互
運
用
性
及
び
計
画
策
定
の
強
化

を
可
能
に
す
る
た
め
、
二
国
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
・
統
制
の
枠
組
み
を
向
上
さ
せ

る
意
図
を
表
明
す
る
」（「
未
来
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」） 

と
は
、
自
衛
隊
が
事
実
上
、
米
軍
の
指
揮
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
表
し
た
の
が
、
７
月
１８
日
～
２６
日
ま
で

の
間
滋
賀
県
の
饗
庭
野
演
習
場
や
北
海
道
の
矢
臼
別
演
習
場
な
ど
で
実
施
さ
れ
た
、

米
陸
軍
と
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
実
動
訓
練
「
オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
２４
」
の
訓

練
開
始
式
で
、
米
軍
司
令
官
が
日
米
両
部
隊
に
訓
示
し
た
「
我
々
の
将
来
の
戦
闘
と

い
う
の
は
、
統
合
の
戦
闘
に
な
る
。
ど
の
よ
う
に
共
に
戦
う
か
。
こ
れ
が
今
回
の
訓

練
の
主
眼
」
と
い
う
言
葉
で
す
。 

さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
た
の
が
、
７
月
２８
日
に
行
わ
れ
た
日
米
安
全
保
障

協
議
委
員
会
（
２
＋
２
）
の
共
同
発
表
文
書
で
す
。 

岸
田
首
相
が
い
く
ら
「
日
米
は
独
立
し
た
指
揮
系
統
」
と
繰
り
返
し
て
も
、
そ
ん
な

こ
と
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
、
自
衛
隊
の
若
者
た
ち
が
米
軍
の
指
揮
下
に
戦
わ
さ
れ
て
命
を
落
と
す

こ
と
を
黙
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
日
本
が
「
捨
て
石
」
と
さ
れ
戦
場
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
戦
争

の
真
実
」「
安
保
条
約
の
真
実
」
を
人
々
に
伝
え
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
に
主
権
を

忘
れ
た
、
軍
事
最
優
先
の
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
た
た
か

い
ま
し
ょ
う
。 
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日
本
が
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
日
本

国
内
に
お
い
て
も
多
く
の
被
害
を

出
し
た
戦
争
の
終
戦
か
ら
７
９
年

の
終
戦
記
念
日
が
間
近
と
な
っ
て

い
ま
す
。
来
年
で
終
戦
８
０
年
に

な
る
と
い
う
の
に
、
日
本
国
内
に

は
未
だ
多
く
の
米
軍
基
地
が
存
在

し
、
そ
れ
に
よ
る
被
害
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
国
際
的
に
も
異
常
と

言
え
る
米
軍
優
先
の
日
米
地
位
協

定
は
、
抜
本
的
改
定
を
必
要
と
す

る
声
が
全
国
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に

具
体
的
な
議
論
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。 

 

教
育
、
医
療
、
社
会
保
障
な
ど
、

国
民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
、
ア
メ

リ
カ
言
い
な
り
の
大
軍
拡
路
線
を

突
き
進
む
日
本
政
府
。
自
治
体
レ

ベ
ル
で
は
、
原
発
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原

発
推
進
を
掲
げ
続
け
る
日
本
政
府
。 

 

こ
の
よ
う
な
日
々
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
を
突
き
詰
め
て
見
て
い
け
ば
、
大
本

に
は
、
日
米
安
保
条
約
の
存
在
が
見
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
国
民
の
８

割
を
超
え
る
人
が
、
日
米
安
保
条
約
が
日
本
の
平
和
に
と
っ
て
役
に
立
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
誤
解
は
、
「
日
米
安
保
条
約
」
の
真
実
、
そ
の
弊
害
が
正
し
く

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
ま
す
。
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
多
い

８
月
に
、
「
安
保
の
真
実
」
を
広
げ
る
学
習
会
な
ど
を
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
企

画
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
の
材
料
と
し
て
、
安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会

発
行
の
「
安
保
が
わ
か
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
シ
リ

ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
の
５
月
発
行
の
第
２４
弾
「
日
米
安
保
の

現
在
地
～
“
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
”
か
ら
の
脱
却

を
」
は
、
日
米
安
保
条
約
が
変
貌
し
、
軍
事
同
盟

化
し
て
い
く
過
程
と
現
在
さ
ら
に
際
立
っ
て
危
険

性
を
増
し
て
い
る
こ
と
を
、
分
か
り
や
す
く
記
し
て
い
ま
す
。 

  

頒
価
５
０
０
円
で
す
。
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
ま
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

１０
冊
以
上
の
ご
購
入
で
割
引
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
、
学
習
会
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。 

   

    

 

 諸団体の取り組み、当面の予定など 
 

 

8月 
 

23 日(金)  大阪安保 23 宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 

27 日(火) 近畿安保・舞鶴基地視察行動 

28 日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 大阪安保事務所 2 階 

 

９月 
14 日(土) 安保破棄中央実行委員会「結成 60 周年記念集会」 

13:00～ 東京・全労連会館ホール 

16 日(月・祝) 九条の会・おおさか「講演と交流のつどい」 

14:00～ エルおおさか南館ホール 

18 日(水)  大阪安保常任幹事会 10:00～ 大阪安保事務所 2 階 

20 日(金)  大阪安保 23 宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 

 

7月の安保破棄大阪実行委員会 23定例宣伝行動を 7月２３日の昼 12時からいつもと同じく大阪市庁舎近くの淀屋

橋で行いました。今回で通算 427回目の 23行動となります。ビラ配布、プラスターをもってのスタンディング「代執

行による辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地の無条件撤去を求める請願」署名協力呼びかけ、弁士による訴えを

行いました。13人の参加でした。弁士は、新婦人、うたごえ協議会、日本共産党から出ていただきました。 

 連日の猛暑で、この日も、淀屋橋の電光掲示板は「３７℃」を示していました。日差しもきつい中でしたが、うたご

え協議会の方々の歌に支えられながらの宣伝行動でした。 

 沖縄で発覚した、米兵による少女暴行事件を日本政府が隠ぺ

いしていたことへの強い抗議の声を上げました。また、社会保

障を犠牲として軍事優先に進む政権への批判、全国で行われて

いる日米合同軍事演習に対しての批判の声を、道行く人たちに

訴えかけました。 

次回、8月の 23宣伝行動は、8月 23日の 12時から、淀屋橋

で行う予定です。 

 


